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御
年
90
歳
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

吹
き
始
め
た
の
は
、
80
歳
か
ら
。

ち
ょ
う
ど
今
年
で
10
年
に
な
る
そ
う

で
す
。

町
内
の
施
設
６
か
所
を
毎
月
１
回

ず
つ
訪
問
さ
れ
、
そ
の
活
動
回
数
は

６
０
０
回
を
超
え
て
見
え
ま
す
。

小
学
生
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
、
70

歳
の
時
に
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
き
始
め
、

１
人
で
吹
い
て
い
る
よ
り
み
ん
な
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら
と
、
施
設
を

訪
ね
こ
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
に
、
歌
詞
カ
ー
ド
を

配
り
、
石
橋
さ
ん
が
演
奏
し
出
す
と

み
な
さ
ん
音
に
合
わ
せ
て
歌
い
だ
さ

れ
る
。「
懐
か
し
い
」
と
涙
を
流
さ

れ
る
方
も
見
え
る
と
の
こ
と
。

こ
の
活
動
は
、
利
用
者
さ
ん
の
楽

し
み
だ
け
で
な
く
、
お
互
い
が
元
気

に
な
り
、
自
分
の
張
り
合
い
に
も
つ

な
が
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
み
え
ま
す
。

体
力
の
続
く
限
り
、
続
け
て
い
き

た
い
。

模
範
的
※
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
。

こ
の
行
動
こ
そ
が
、
私
た
ち
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

たまきの元気人・ハーモニカボランティア　石橋 清さん



2

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
、核
家
族
化
、

生
活
困
窮
者
の
問
題
や
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
な
ど
、
地
域
福
祉
を
取
り

巻
く
環
境
は
き
わ
め
て
深
刻
化
し
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
国
に
お
い
て
は

一
昨
年
夏
「
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民

会
議
」
が
報
告
書
を
ま
と
め
、「
自
助
」

を
基
本
に
、
自
助
の
共
同
化
と
し
て
の

「
共
助
」
が
自
助
を
支
え
る
と
し
た
社

会
保
障
制
度
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示

し
ま
し
た
。

本
会
で
も
住
民
視
点
で
課
題
解
決
し

よ
う
と
す
る
元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会

が
策
定
し
た
「
地
域
ふ
く
し
力
向
上
計

画
」
を
わ
れ
わ
れ
の
活
動
計
画
と
し
て

３
カ
年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、

福
祉
共
育
の
と
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
次

期
計
画
へ
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
助
け

あ
い
支
え
あ
い
な
ど
の
共
助
の
層
を
厚

く
す
る
取
り
組
み
と
し
て
※
ア
ク
テ
ィ

ブ
シ
ニ
ア
な
ど
を
積
極
的
に
広
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、在
宅
福
祉
分
野
に
あ
っ
て
は
、

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
訪
問
介
護
事

業
、
通
所
介
護
事
業
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
等
、
い
ず
れ
の
事
業
に
お
い
て
も

利
用
者
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
運
営

を
心
が
け
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
サ

ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
障
が
い
者

へ
の
支
援
は
、
本
年
２
月
に
町
か
ら
障

害
者
相
談
支
援
事
業
所
の
指
定
を
受
け

本
格
的
な
支
援
を
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。以

上
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
地

域
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題
を
受
け
止

め
、
相
談
・
支
援
や
解
決
に
つ
な
げ
、

誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
「
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し

あ
わ
せ
」
の
実
現
の
た
め
、
地
域
が
一

つ
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
ま
す
。

１
．
法
人
運
営

２
．
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

３
．
相
談
・
援
助
事
業
の
推
進

４
．
受
託
事
業
の
運
営

５
．
各
種
募
金
活
動
の
推
進

６
．
在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

７
．
ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施

１
．法
人
運
営

①
法
人
運
営
の
経
営
体
制
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

②
会
員
制
度
の
推
進
並
び
に
増
強
を
図

り
ま
す
。

③
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
活
動
を

周
知
し
、
福
祉
活
動
へ
の
町
民
参
加

を
促
進
す
る
広
報
活
動
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

④
役
員
・
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
研

修
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
各
種
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
強

化
を
図
り
ま
す
。

２
．地
域
福
祉
事
業
の
推
進

①
老
人
福
祉
活
動
事
業

身
近
な
地
域
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
福
祉
育
成
・
援
助
活
動
事
業

積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
地
域
福
祉
事
業
を
強
化

し
ま
す
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
育
成
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
及
び
福
祉
教
育

を
推
進
し
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
し
、
登
録

者
の
拡
充
と
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

・
町
内
の
全
学
校
を
福
祉
協
力
校
に

指
定
し
、
児
童
生
徒
の
福
祉
意
識

の
高
揚
と
活
動
へ
の
積
極
的
な
参

加
促
進
を
図
り
ま
す
。

④
障
が
い
児
・
者
福
祉
活
動
事
業

障
が
い
者
（
児
）
の
自
立
と
社
会
参

加
を
促
進
し
、
み
ん
な
の
理
解
を
深

め
交
流
の
輪
を
広
め
ま
す
。

平
成
27
年
度 

社
会
福
祉
法
人 

玉
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

Ⅰ 

事
業
方
針

Ⅱ 

重
点
項
目

Ⅲ 

事
業
実
施
項
目

社会福祉大会（元気ですたまきコンサート）
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３
．相
談・援
助
事
業
の
推
進

①
福
祉
相
談
機
能
の
充
実
強
化
を
図
り
、

関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に
問
題

解
決
に
努
め
ま
す
。

②
生
活
福
祉
資
金
及
び
世
帯
更
生
資
金

の
有
効
活
用
を
図
り
、
低
所
得
者
世

帯
の
生
活
安
定
と
福
祉
向
上
に
努
め

ま
す
。

③
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る

方
に
対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

に
関
す
る
相
談・助
言
や
、
手
続
き・

支
払
い
等
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

４
．受
託
事
業
の
運
営

①
高
齢
者
福
祉
、
青
少
年
の
育
成
、
そ

の
他
公
共
的
活
動
の
移
動
手
段
と
し

た
バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す
。

②
特
に
高
齢
者
の
外
出
支
援
の
た
め
の

バ
ス
運
行
を
行
い
ま
す
。（
元
気
バ

ス
）

③
各
種
福
祉
団
体
事
業
の
運
営
を
行
い

ま
す
。

・
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
運
営

・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
町
身
体
障

害
者
福
祉
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の

会
、
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
、
町
遺

族
会
の
５
団
体

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ふ
る
さ
と
元
気
事
業
の
運
営

を
行
い
ま
す
。

（
外
出
支
援
、
安
全
見
守
り
等
の
複

合
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
）

５
．各
種
募
金
活
動
の
推
進

①
日
本
赤
十
字
社
募
金
の
積
極
的
協

力
、
地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に

努
め
ま
す
。

・
日
赤
募
金　
　
　
　
　
（
５
月
）

②
共
同
募
金
活
動
を
積
極
的
に
行
い
、

地
域
福
祉
活
動
の
財
源
確
保
に
努
め

ま
す
。

・
共
同
募
金
委
員
会
の
運
営

・
共
同
募
金　
　
　
　
　
（
10
月
）

・
歳
末
助
け
合
い
募
金　
（
12
月
）

③
災
害
義
援
金
へ
の
協
力
・
活
動

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
活
動

平成27年度 玉城町社会福祉協議会収支予算

６
．在
宅
福
祉
事
業
の
運
営

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
充

実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の

資
質
向
上
に
努
め
、
良
質
で
安
定
し

た
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

・
介
護
給
付　

・
予
防
給
付　

②
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
職
員
の
資
質
向
上
に
努

め
、
良
質
で
安
定
し
た
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

・
生
活
介
護
事
業（
夢
工
房
た
ま
き
）

・
相
談
支
援
事
業
（
み
ら
い
）

・地
域
活
動
支
援
事
業（
町
単
独
事
業
）

・
給
付
事
業　

③
安
全
安
心
な
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
ま
す
。

・
福
祉
有
償
運
送
事
業

７
．ニ
ー
ズ
事
業
の
実
施

①
地
域
住
民
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
開
拓
性
、
創
造
性
、
即
応
性
を

も
っ
た
事
業
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

運
営

前期繰越
73,845千円

20.7%

シルバー人材
センター
62,174千円 17.4%

収　入
356,613千円

支　出
356,613千円

介護保険収入
137,345千円

38.5%

町受託金
30,352千円

8.5%

町補助金 13,422千円 3.7%
障がい福祉収入 34,047千円 9.6%県受託金 180千円 0.1%

共募・日赤金配分金
1,710 千円 0.5%

会費 1,140千円 0.3%

寄付金・事業収入・
その他

64,572千円
18.1%

法人
38,774千円 

10.9%

介護保険事業
（居宅介護支援・通所介護・訪問介護）

128,491 千円
36.0%

障がい福祉事業（生活介護・相談支援）
22,329千円 6.3%

福祉バス
9,402千円 2.6%

元気バス
19,714千円 5.5%

予備費
75,531千円

21.2%
その他の
支出事業
198千円 0.1%

シルバー人材 活動の様子（梅がおか児童館で）

※
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア

　
　
長
年
の
経
験
を
活
か
し
、
何
事
に
も

　
　
意
欲
的
で
活
動
的
な
高
齢
者
。
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地 区 別 氏　　名 担　当　地　区
外城田地区 水谷　きよ 原（1 ～ 5 組、14 組）　　

中野　孝世 原（6 ～ 13 組）
大西　清 矢野、積良、山神
北　美知子 玉城苑
出口　明郎 蚊野茶屋、ピュアタウン蚊野
中野　岳 田宮寺、勝田
田所　惠子 蚊野、松ヶ原、野篠
荻田　安夫 浜塚団地

田丸地区 向井　稔 上町、本町、浦町、三ツ橋
前田　圭枝 魚町、大手町
太田　弘 勝田町
森　康生 殿町、板屋町、萱町
阪本　満治 栄町 1 区、アパート
野口　安久 新田町 1・2・3・8 組・城東すみれ団地
松田　好洋 新田町 4・5・6・7・9 組
尾上　利幸 第 1・2 城東団地
上村 美智子 羽根、茶屋
田端　佳子 下田辺、城西

５
月
12
日
は
、「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
で
す

❷
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
？

担
当
す
る
区
域
の
高
齢
者
や
障
害
が

あ
る
方
の
福
祉
に
関
す
る
こ
と
、
子

育
て
な
ど
の
不
安
に
関
す
る
様
々
な

相
談
・
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

❸
主
任
児
童
委
員
と
は
？

子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を

専
門
に
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
で
す
。

❹
民
生
委
員
は
「
民
生
委
員
児
童
委
員

　
協
議
会
」
に
所
属
し
、
次
の
よ
う
な

　
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

・
赤
い
羽
根
街
頭
募
金
活
動

　
　
　
　
　
　
　
（
毎
年
10
月
１
日
） 

・
心
配
ご
と
相
談
事
業

　
　
　
　
（
毎
月
10
日・20
日・30
日
）

・
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル 

・
挨
拶
強
化
デ
ー
（
毎
月
第
３
火
曜
日
）

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
絵
手
紙

　
訪
問
事
業
（
毎
月
） 

・
歳
末
安
否
事
業
「
歳
末
ま
ご
こ
ろ

　
弁
当
」
配
食　

・
敬
老
祝
い
金
の
配
付
事
業 

・
学
校
訪
問
や
入
学
式
・
卒
業
式
へ

　
の
参
列

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
相
談

　
や
支
援

・
各
学
校
区
に
て
一
人
暮
ら
し
高
齢

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年
に
誕

生
し
ま
し
た
。

毎
年
、「
民
生
委
員・児
童
委
員
の
日
」

で
あ
る
５
月
12
日
か
ら
１
週
間
を
「
活

動
強
化
週
間
」
と
定
め
、
全
国
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

◆
私
た
ち
の
地
域
に
、「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
」
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
い
る

の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

❶
ど
ん
な
人
が
民
生
員
・
児
童
委
員
に

　
な
っ
て
い
る
の
？

地
域
の
推
薦
を
受
け
、
厚
生
労
働
大

臣
の
委
嘱
を
受
け
た
方
で
す
。

手
順
：

身
分
：
特
別
職
の
地
方
公
務
員
（
非
常
勤
）

報
酬
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す

　
　
　
る
た
め
給
与
は
な
い
。

任
期
：
３
年
（
平
成
25
年
12
月
１
日
～

　
　
　
28
年
11
月
30
日
ま
で
）

地 区 別 氏　　名 担　当　地　区
田丸地区 澤田　信介 西世古、朝久田、ホームタウン上田辺

前川　和美 元町、南新町
松田　敏己 栄町 3・4 区
小林 多賀男 栄町 2 区、養殖研

有田地区 風口　千早 長更、井倉、世古
山路　典茂 門前、坂本、日向
小林 てる子 岡村、上玉川、下玉川、平
石橋　昭美 妙法寺、エバーグリーン玉城
森本　幸彦 中楽、久保
加藤　完治 荒子団地、伊勢団地

下外城田地区 出口　武 公園通り
福本　充 宮古
三田　恒平 岡出、冨岡
藤本　豊 小社、曽根、山岡、昼田
岩﨑　正 中角、岩出、ファーストタウン中角

担当地区
はない

松田　寛治 （主任児童委員）
区域担当の児童委員と連携堀川　美子

（敬称略）

玉城町民生委員児童委員協議会（事務局：玉城町社会福祉協議会☎58-6915）

自
　
治
　
会

⇐（
推
薦
）

⇐（
推
薦
）

⇐（
推
薦
）

⇐（
委
嘱
）

玉
城
町
民
生
委
員
推
薦
会

三
重
県
知
事
（
審
議
会
）

厚
生
労
働
大
臣

民
生
委
員・児
童
委
員

　
者
と
小
学
生
と
の
次
世
代
交

　
流
会
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
様
々
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

◆
ご
存
じ
で
す
か
？　
あ
な
た
の

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
「
民
生

委
員
・
児
童
委
員
」

玉
城
町
で
は
、
33
名
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
と
２
名
の
主
任
児

童
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
内
に

事
務
局
を
置
い
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ

り
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。

下校時安全パトロール（田丸小学校）
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玉
城
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

自
分
が
感
じ
る
困
り
ご
と
、
み
ん
な

が
感
じ
て
い
る
困
り
ご
と
、
そ
れ
ら
を

少
し
で
も
解
決
に
つ
な
げ
る
活
動
や
行

動
を
福
祉
活
動
と
言
い
ま
す
。

「
福
祉
活
動
に
参
加
し
た
い
」
と
言

う
自
発
的
な
思
い
で
活
動
す
る
こ
と
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
道
に
捨

て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
い
ゴ
ミ
箱
に
捨
て

る
と
い
う
よ
う
な
一
人
で
も
出
来
る
も

の
か
ら
、
仲
間
と
共
に
協
力
し
合
っ
て

行
う
も
の
ま
で
、
幅
広
く
支
援
の
形
が

あ
り
ま
す
。

よ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
と

思
っ
て
も
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
の
か

分
か
ら
な
い
？
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か

平成27年度 玉城町ボランティアセンター登録団体名簿
団体名 活動内容 活動頻度

1 ボランティア玉城 福祉施設への支援や町内イベントなどの
お手伝いを行っている。

ケアハイツなど福祉施設の行事
など

2 玉城町虹の会

おひとり暮らし高齢者への給食サービス
や ｢夢工房たまき｣ でのお手伝い。町内
施設、イベント時の支援や町内美化運動
などを行っている。

給食サービス：月２回
夢工房たまき：イベント・施設
活動：随時

3 はなはなおはなし会

乳幼児期から絵本や紙芝居にふれ、楽し
さを感じてもらうことによって、子供た
ちのより豊かな心づくりのお手伝いとな
ること。

毎月第３木曜日ほか

4 車椅子社交ダンス普及会
玉城支部

車椅子とその利用者への理解やダンスを
通じてリハビリを目的とし、町内の施設
を訪問している。

施設訪問：随時

5 マジックふらわぁ マジックを通して、多くの人と交流を深
める。 定例会：月 1 回、地域活動：随時

6 すいすいキッズカラフル
らいおん

本や紙芝居の読み聞かせ等のイベントを
通して子どもや子育て中の保護者同士の
交流を図る。

子育てサロン月 1 回
（毎月第 2 水曜日）

7 さくら小町
ダンスを通じて心身のリハビリテーショ
ンの実施。入居者の人達との親睦と交流
を深める

月２回程度

8 お楽しみ会
高齢者が家に閉じこもりにならず、楽し
く話し合い、手芸や食事をみんなで一緒
に楽しむ場づくりを行っている。

月 1 回

9 絵手紙サークル
ゆずりは会

おひとり暮らし高齢者が少しでも地域の
中に社会参加できるような環境つくりに
役立つ事ができるように、絵手紙を書き
送る。（社協事業への協力）

月 1 回

10 悠ゆ塾サポーター 悠ゆ塾（行政事業）のサポーター活動を
行っている。 週 1 回

11 玉城語り部会 町内観光ボランティアガイドや歴史的文
化財など深策、調査を活動としている。 随時

12 サポーターさくら
福祉施設の行事・外出支援、認知症及び
家族の支援、認知症サポーター養成講座
の開催などを行っている。

随時

13 玉城町
食生活改善推進協議会

栄養、健康づくり講習会の開催・保健事
業への協力などを主な活動としている。 第１木曜日毎週水曜日

14 青色回転灯パトロール 住民の安心・安全をより確かなものとす
るため、町内をパトロールする。 毎月第１第３月曜日・金曜日

15 玉城町商工会女性部 イベントボランティアを中心に活動して
いる。 イベント開催時

16 健康しあわせ委員会 地域の健康づくりに関することを推進し
ている。 随時

17 防災・災害ボランティア 町内の防災啓発を主な活動としている。
また、災害支援活動も行っている。 随時

18 バルーンボラ バルーンアートで町内イベントを盛り上
げる。また、地域活動も行う。 随時

19 玉城町おもちゃ病院 壊れたおもちゃを直すことで、子供たち
に物を大切にする気持ちを伝える。 第 2 土曜日

に
は
、
19
団
体
の
登
録
が
あ
り
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

活
動
に
は
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

子
ど
も
や
環
境
な
ど
様
々
な
分
野
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
は
、
活
動
の

見
学
や
体
験
が
出
来
、
随
時
加
入
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。

興
味
、
関
心
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
事
務
局
：
社

協
事
務
所
内
）
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
紹
介
や
見

学
・
体
験
の
調
整
な
ど
を
お
手
伝
い
い

た
し
ま
す
。

分
か
ら
な
い
？
と
言
う
声
を
伺
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
勧
め
す
る
の
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
へ
の
参
加
で
す
。

現
在
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

町内美化活動
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５
月
は
、
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

玉
城
町
分
区
で
は
、
募
金
運
動
と
い

う
形
で
赤
十
字
運
動
月
間
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

赤
十
字
と
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
指

し
、
法
律
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
認

可
法
人
で
、
様
々
な
人
道
的
活
動
を
行

っ
て
い
る
国
際
的
な
救
護
団
体
の
こ
と

で
す
。

活
動
に
は
、
主
に
８
つ
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。

①
災
害
救
護

災
害
発
生
時
、
直
ち
に
医
療
救
護
班

の
派
遣・救
援
物
資
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
資
機
材
や
救
援
物
資
を
整
備
し

ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
４
年
前
の
東

日
本
大
震
災
な
ど
過
去
に
起
き
た
未
曾

有
の
災
害
時
に
も
職
員
派
遣
を
行
っ
て

い
ま
す
。

②
国
際
活
動

紛
争
や
災
害
な
ど
で
苦
し
む
人
々

に
、
国
境
や
民
族
を
超
え
て
救
護
活
動

や
人
道
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
医
療
事
業

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
、
防
災
ヘ
リ

対
応
型
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
を
運
航
。
ま
た
、
地
域
完
結

型
医
療
の
実
践
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

伊
勢
赤
十
字
病
院
も
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
基
地
病
院
に
な
っ
て
お
り
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
を
現
場
に
投
入
し
、
救
命
治

療
を
早
く
開
始
で
き
る
よ
う
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

④
血
液
事
業

安
全
性
の
高
い
血
液
を
安
定
的
に
確

保
し
、
24
時
間
体
制
で
医
療
機
関
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

⑤
青
少
年
赤
十
字

学
校
を
通
じ「
健
康・安
全
」「
奉
仕
」

「
国
際
理
解
・
親
善
」
の
実
践
目
標
を

普
及
し
て
い
ま
す
。

⑥
看
護
師
養
成

高
度
な
知
識
・
技
術
・
判
断
力
を
備

え
た
質
の
高
い
看
護
師
を
養
成
し
て
い

ま
す
。

⑦
赤
十
字
講
習
会

救
急
法
・
幼
児
安
全
法
・
健
康
生
活

支
援
・
水
上
安
全
法
の
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
希
望
の
講
習
会
が
あ
れ

ば
、
地
域
の
集
ま
り
で
も
活
用
出
来
ま

す
。

⑧
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
被
災
者
へ
の
支
援
や
多
く
の
地

域
で
の
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
の
が
、
善

意
の
寄
付
金
で
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
温
か
い
ご

支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

４
月
５
日
、桜
ま
つ
り
の
会
場
で
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
福
祉
活
動
の
一
環
と
し

て
、
各
福
祉
団
体
か
ら
な
る
実
行
委
員

会
が
中
心
と
な
り
、
一
品
提
供
の
協
力

を
得
て
、
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
の
バ
ザ
ー
で
得
ら
れ
た
収
益
金

５
０
，８
０
５
円

多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
収

益
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
度
の
収
益
金
よ
り
国
内

被
災
地
へ
義
援
金
（
合
計
4
万
円
）
と

し
て
充
て
て
い
ま
す
。

人
間
を
救
う
の
は
人
間
だ

　
　
　
　
　
～
赤
十
字
の
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
～

桜
ま
つ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
報
告

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

災害救護のようす

ボランティア活動のようす
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Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ（
じ
ん
り
き
）は
、

通
常
の
車
い
す
を
人
力
車
の
よ
う
に
変

身
さ
せ
る
器
具
で
す
。

引
っ
か
か
り
や
す
い
前
輪
を
「
浮
か

せ
て
引
く
」
こ
と
で
、
坂
道
は
も
ち
ろ

ん
、
段
差
や
積
雪
、
砂
利
道
、
ぬ
か
る

み
な
ど
、
押
す
だ
け
で
は
移
動
が
困
難

な
様
々
な
悪
路
で
驚
く
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ

な
移
動
を
可
能
に
し
ま
す
。

そ
の
機
動
力
に
、
災
害
時
の
緊
急
避

難
用
具
と
し
て
注
目
さ
れ
、
今
回
購
入

し
ま
し
た
。

簡
単
な
手
順
で
着
脱
が
出
来
、
市
販

の
ほ
と
ん
ど
の
車
い
す
に
装
着
可
能

で
、
車
い
す
の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、

素
早
い
移
動
が
困
難
な
「
要
援
護
者
」

の
対
応
に
も
活

用
で
き
ま
す
。

ま
た
今
後
、

色
々
な
場
面
で

皆
さ
ん
に
も
お

披
露
目
、
体
験
い

た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

２
月
11
日
に
行
い
ま
し
た
玉
城
町
社

会
福
祉
大
会
で
は
、「
し
あ
わ
せ
の
一

行
詩
」
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

平成26年度 「しあわせの一行詩」優秀作品
【小学生の部】

賞 氏　名 小学校名 学年 作　　　　品 作品への思い

特　選 山口心里 下外城田 5

休日、家族全員で買い物に行った。
久しぶりに家族全員で手をつない
で歩いた。手の平に伝わる温もり
を感じた。

〝手をつなぐ″のは少しはずかしい気持
ちもあったけど、手と手をつなげば、

「家族はつながっている」ということ
をあらためて実感できた。これからも
ずっとずっと仲の良い家族でいたいと
思う。

元気ですたまき
委員会賞 福原佑太 田　丸 6

ちいさなせんそうがおわった、と
てもつらかった、もうこまるひつ
ようがなくなった

いじめにあっていてそれがおわった
から

健康しあわせ
委員会賞 藤原実由 外城田 6 お母さんにぎゅっとされた時が幸

せだった。
お母さんがぎゅっとしてくれた時にぬ
くもりや優しを感じた。

入　選

山本慶悟 田　丸 4
ぼくは、家族でいるのが一番幸せ。
幸せだからこそえがおでいられる。
家族は、やっぱりいいな。

家族みんなでいてみんながえがおだっ
たとき。

東谷木葉 外城田 6 友達が、私を心配してくれる時。

私は、運動会の組み立てで、おちたと
き、10 人ぐらいの子が集まってくれて、
みんなに「大丈夫？」と言ってもらえ
て、とってもうれしかった。

髙瀬大弥 有　田 5
陸上の大会で金メダルをとった。
リレーチーム４人の笑顔がすごく
輝いていた

陸上のリレーチーム４人で力を合わせ
てがんばった結果、金メダルをとれて
うれしかったからです

【一般の部】
賞 氏　名 作　　　　品 作品への思い

特選 須㟢勝子 愛してるよ早 50 年認知症になっても忘れ
ない一言ありがとう

認知症になった夫に腹の立つこと多いけど、毎
日の愛してる、ありがとうの言葉にすくわれて
います。

元気ですたまき
委員会賞 太田　完 元気ですか・・ありがとうと

はじける様な言葉が交わされた時

時折々の言葉をかけても返事が返ってこなかっ
たときさびしい思いをしますけど、相手を思う
元気ですか、感謝の気持ちのありがとうが飛び
交ったときホットしますので。

健康しあわせ
委員会賞 飯島千津 昔、姑にしていたマッサージを今は嫁にし

てもらう。ああ、気持ちいいありがとう

仏教でいう、因果の理法というのであろうか、
私が姑にしてあげていたように毎晩マッサージ
してくれる嫁。ああ、ありがたい、もったいな
い

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
温
か
い
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

優
秀
作
品
は
、
以
下
の
作
品
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
を

共
有
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

元
気
で
す
た
ま
き
委
員
会
報
告

ふ
だ
ん
の 

く
ら
し
の 

し
あ
わ
せ

車
い
す
牽
引
器
具

Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ（
じ
ん
り
き
）

社
会
福
祉
大
会

一
行
詩
に
込
め
ら
れ
た
温
か
い
心

平
成
20
年
度
か
ら
地
域
福
祉
力
向
上

の
た
め
、
協
議
・
議
論
す
る
「
元
気
で

す
た
ま
き
委
員
会
」
も
今
年
度
４
月
か

ら
４
期
目
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
昨
年
度
末
に
第
２
期

「
玉
城
町
地
域
ふ
く
し
力
向
上
計
画
」

を
策
定
し
、
地
域
の
支
え
合
い
の
大
切

さ
を
呼
び
掛
け
、
意
識
づ
け
か
ら
行
動

へ
と
つ
な
が
る
具
体
的
な
行
動
計
画
を

示
し
、
み
な
さ
ん
と
共
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

計
画
で
は
、
引
き
続
き

①
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ

・
あ
い
さ
つ
の
あ
る
ま
ち　
玉
城
町

・
ふ
れ
あ
い
か
ら
支
え
合
う
ま
ち　
玉
城
町

・
交
流
の
場
を
つ
く
る
ま
ち　
玉
城
町

②
ふ
く
し
共
育
の
で
き
る
ま
ち

・
困
っ
た
と
き
に
気
軽
に
相
談
で
き
る

ま
ち　
玉
城
町

・
交
流
の
場
が
あ
る
ま
ち　
玉
城
町

・
共
育
し
合
う
ま
ち　
玉
城
町

を
基
本
目
標
と
し
て
、６
つ
の
推
進
項
目

を
置
き
、５
年
計
画
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
計
画
は
、
玉
城
町
に

在
住
・
在
籍
・
在
勤
す
る
全
て
の
人
を

対
象
者
と
し
、
玉
城
町
へ
の
町
民
意
識

を
持
つ
人
と
し
て
本
計
画
で
は
「
た
ま

き
人
（
び
と
）」
と
呼
び
ま
す
。

『
元
気
で
す
！
た
ま
き
』と
笑
顔
で
語

り
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、一
緒
に
行
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（敬称略）

（敬称略）



・白ゆり（募金箱） 様 2,473円
・リズム親睦会　林小夜子 様 15,794円
・阪井　昌子 様 10,000円
・野呂　美代子 様 3,000円
・日本真道流剣詩舞会 10,774円
・カラオケ喫茶モリタ 様 10,795円

・カラオケ愛好会真心 様 16,983円
・元気バス募金箱 102,251円
・パナソニックデバイス

労働組合伊勢支部 様
178,931円

パナソニックデバイス
労働組合伊勢支部

三澤様（左）

ご寄附ありがとうございました。（１月～３月）

「元気です たまき まつり」開催
平成27年６月７日（日）

開催時間：10：00～ 14：00（雨天決行）
場　　所：玉城町保健福祉会館
テ ー マ：『みんなで広がるたまきの和』
今年も、福祉のイベントとして、地域の方々に楽しくま
た身近に福祉、ボランティアの大切さを感じていただく
ことを目的に開催します。
◦健康チェックコーナー（役場生活福祉課）
◦笑みの市（商工会）　
◦福祉施設、ボランティアの活動啓発
◦福祉体験コーナー
◦地域のさまざまな活動ＰＲ
◦チャリティービンゴ　ほか
流しそうめんのふるまいも行います。
どうぞ、ご参加ください。

団体や地域のつながりを
町内に広げていきましょう!!

 活動を知ってね。
 　活動を体験してね。
 　　活動に参加してね。

家庭・地域・学校・職場　いつでも・どこでも・だれとでも　あいさつの輪を広げて行きましょう。

心配ごと相談　毎月10日、20日、30日　13：00～15：00　予約不要
　　　　　　　　相談員：民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員

身近な社協相談窓口ご案内

あいさつ強化デー（毎月第3火曜日）

平成27年度社協会費にご理解をお願いいたします。
～社協会員となって、間接的に福祉のまちづくりへご参加ください。～

　社協が取り組む地域福祉活動には、高齢者・障がい児者支援・ボランティア支援などの活動があります。
その活動を支える貴重な運営資金のひとつが、皆さまからいただく「会費」となっています。
主に小中学校で行う福祉の取り組み支援を行っている「福祉協力校の活動費」に充てられています。
安定した財源確保のため、福祉活動にご理解ご協力いただきますようお願い申し上げます。
会費の受付は、社協窓口にて行っております。なお、会員になられた方には、車イスの無料貸出や福祉
に関する情報提供を行っています。

個人会員（世帯単位） 会費１口 300 円

団体会員（福祉施設及び団体、企業等） 会費１口 5,000 円

賛助会員（一定額以上の会費納入者） 会費１口 10,000 円

会員の区分（年額）

（玉城町保健福祉会館）

昨年の様子


